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連　健夫※1／深見奈緒子※2

この事業は、令和 3 年度緊急的文化遺産保護国際貢献

事業及び令和 4 年度文化遺産国際協力拠点交流事業とし

て一般社団法人日本建築まちづくり適正支援機構（以下

JCAABE）が受託し、日本学術振興会カイロ研究連絡セ

ンターの深見センター長を中心とするエジプト側※ 3 と、

日本側※ 4 との連携によって 1 年半にわたって実施された

もので、詳しい内容は報告書※ 5 に記しており、ここでは

その概要と共に、浮き彫りになった示唆と課題について

報告する。

■対象エリアと活動内容：カイロの旧市街、世界遺産の

コアゾーンであるダルブ・アフマル地区内のスーク・シ

ラーハが対象エリアで、以前から深見等が住民ワーク

ショップ等の活動を実施してきた。これらを下地に1年

目は、1）建築や街路の現況調査、2）まちづくりの基

準調査、3）住民参加の仕組としてのワークショップ実

施、4）日本のまちづくりの蓄積の共有、5）6つの歴史

的建築物の更新案の作成、6）それらを元にステークホ

ルダーとの意見交換を実施した。2年目は、その積み重

ねとして、7）カイロ旧市街の価値を的確に評価し、8）

住人から街に対する意見を聞きだし、9）行政と住人の

間を繋ぎ、10）ファシリテーションの手法を用いて住民

の合意形成を図ると共に、まちづくりの提案をまとめた。

■事業の特徴：保存まちづくり活動において、①住民参

加により、街や建築への関心を深めると共に、主体的ま

ちづくりの意識啓発を図った。このために②JCAABE

が文科省委託事業※6で構築した「まちづくりファシリ

テーター養成講座」を活かし、現地の建築家や専門家に

講義（11回）を行い、その受講者が住民ワークショップ

（9回）を行うという学びと実践のコースを設けたこと

である。また③それを通して、専門家と住民とのアイデ

「カイロ旧市街の持続可能な保護策のための事業／
　住民参加のまちづくり」の概要と課題

アがブレンドされたソフトとハードの具体的提案ができ

たことである。

■得られた示唆と課題：まず言えることは、①文化の違

いを理解することの大切さである。民主主義が根付いて

いないエジプトにおいて対話の中で合意形成を図ると共

に、その結果を行政やステークホルダーに伝えて具体化

の道筋を作ることの難しさの理解である。②また日本語、

英語、アラビア語の3ケ国語を用いたコミュニケーショ

ンにおける工夫の必要性である。これらは事前に役割分

担と仕組みを作らないと機能しない。これについてオン

ライン技術において通訳を入れ必要言語を選ぶことがで

きるシステムは役立った。この仕組みは、他にも応用で

きるよう報告書に記している。③エジプト側と日本側専

門家のコミュニケーションの大切さが指摘できる。情報

の共有ができていないと不適切なアドバイスとなったり、

相互にフラストレーションが発生することになる。④対

面の重要性があげられる。1年目はコロナ禍で訪問でき

なかったが、2年目は訪問でき、直接ファシリテーター

にアドバイスし、住民ワークショップを支援し、意見の

引き出し方などのニュアンスを伝えることができた。こ

れはオンラインでは難しいことである。

■今後の課題：当事業の成果として、ソフトとハードに

関する多くの具体的提案が生まれたことは成果であり、

その具現化が今後の課題である。6つの歴史的建築物の

利活用、公共サービス（交通やゴミ処理）の方法、無形

文化遺産の活用、地域コミュニティーに根差した観光

事業、災害への対応方法など提案は広範囲にわたる。参

加者のアンケートには、毎回「今日の結果を具体化する

こと」があげられ、住民も切望している。まちづくりで

大切なのは、小さくても実施事例を作ること、そこには

社会実験的要素があり、事例を通して学び、ブラッシュ

アップし、その活動を拡げていくことである。その担い

手人材養成が当事業の主眼であり今後その支援も求めら

れよう。また他の地域に応用できる当手法の水平展開も

今後の課題であろう。
�
※ 1：�一般社団法人日本建築まちづくり適正支援機構代表理事
※ 2：�日本学術振興会カイロ研究連絡センター長
※ 3：�アラー教授、サラー教授、柏木、檜山
※ 4：�布野、岡田、苅谷、荒牧、磯野、市古、宍戸、松村、連
※ 5：�https://jcaabe.org/page-2377/
※ 6：�令和 2 ～ 3 年度文部科学省「専修学校による地域産業中核的人材養成

事業／まちづくりファシリテーター養成講座」住民ワークショップでの提案発表ファシリテーターへのアドバイス


